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層状構造をもっ FeC12 に不純物として入れられた Fé+ 及び Mn2寸の電子磁気共鳴を液体 He 温度
でマイクロ波とパルス強磁場を使って測定した。 これらの不純物イオンは主として Fe2+イオンに入
れ代って入りまわりの Fe2+ イオンと弱い交換相互作用で結合している。 FeC12 のもつメタ磁性的性
質を使って反強磁性及び強磁性の両相でこれらの磁気共鳴を観測し，面内及び面聞の Fe2+と不純物
スピンの交換相互作用がそれぞれ分離して求められた。それらの値は磁場にして面内からくる部分を
H1 面聞からのを H2 とすれば，
H1=8.0 K Oe (AF) H2ニ 4.2 K Oe (AF): Fe3寸 スピン
H1=21.6 K Oe (F) H2= 13.8 K Oe (AF): Mn2十スピン











ぼイジングスピン系とみなされる FeC12 を取上げ， 乙れに異方性の極めて少ない， そして主スピン
系との交換相互作用の小さな Fe3ぺ Mn2寸イオンを不純物としていれた単結品についてマイクロ波の
波長を 1.2 cm,_,3 mm の間で変化させ，外部磁場をノマノレス的に 10万ガウスまで広く変化させることに
よって新しい共鳴現象を見出した。 そして FeC12 のもつメタ磁性的性質を利用して， 乙の新しい共




また本河君はさらに Fe3+ 不純物が塩素の層聞に入った場合， および Mn2寸スピンが対を構成して
いるような場合について，それらの磁気共鳴をも見出している。以上のような雌性体における不純物
スピン共鳴現象ははじめて本河君によってくわしく研究されたものであり，その成果は博士論文とし
て十分価値あるものと認められる口
- 42 ー
